
SDGsは“知る”ではなく、SDGsは“使う”!!
ビジネスチャンスを手に入れる方法が分かります

SDGsを全く知らない経営者でも、SDGsへの取組みを反映した2030年までの事業計画を作成でき、実践できる
ように徹底指導

• SDGsを全く知らない経営者でも、今から始めて、来期に間に合う事業計画を作成できる!!

• 今ある経営資源を利用して、地域貢献／社会貢献をしながら、今以上にお客様から感謝され、サスティナブルで 儲かる会社 を作ることができる!!
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このような悩み、不安をもつ経営者のための講座です

SDGsを進めなければ
ならないと言われるが、
どのようにビジネスへ取り

入れれば良いか
分からない

SDGsを進めることで
お金儲けができるかどうか

分からない

どうすれば、ビジネスチャンス
になるのか分からない

⾧く存続する会社にした
いと考えているが、今回
の新型コロナウィルスの
感染を目の当たりにして、
会社の在り方について、
今のままで良いのかどう

かを悩んで知る

事業領域を広げたいと
考えているが、

どのような方向性で広げ
て行けば良いか

分からない

人材を採用するために
色々な方法、多くの費
用を使っているが、良い
人財が採用できない

社会貢献／地域貢献
をしながら、

お金儲けができるように
なりたいが

その方法が分からない

いつも経営計画は作成
しているのだが、結果は、
いつも未達になっている

「地域になくてはならない
会社」

「代わりのない会社」
になるためにはどうすれ
ば良いかを悩んでいる



ABOUT:「SDGsで会社の未来を創造する講座」とは?

[ 講座の特徴 ]

① この講座はSDGsを知るという知識だけを学ぶ講座ではなく、SDGsが作り出すこれから2030年までの
世の中の方向性/流れを知り、SDGsへの取組みをお金儲けの道具（ツール）として利用した2030年
までの中期事業計画を作ることができる講座です

② 計画を作るだけでなく、事業計画を社内に浸透させるための経営計画書の作り方、経営計画発表会の
企画・ 運営の方法まで知ることができます

③ SDGsをビジネスに取り入れる方法、ビジネスチャンスを作り出す方法、儲かる事業の進め方を、いくつも
の企業を救ってきた講師（プロ経営者／企業再生プロデューサー）から直接聞くことができます

④ 現在保有している経営における重要な7つの資源（ヒト・モノ・カネ・技術＆ノウハウ・情報・時間・人脈
／ネットワーク）を利用した「失敗しない新規事業の進め方」を知ることができます

⑤ 講座期間は7ヶ月間で、月1または2回の2時間講座、全9回開催（スケジュールは別紙参照）を
オンラインにて実施しますので、全国どこにいても受講可能。各講座は動画撮影・録画しますので、
受講者がいつでも見ることができ、振り返りや、どうしても参加できない場合でもフォローが可能です
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Comparison:よくあるSDGs講座との違い
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SDGsで会社の未来を創造する講座士業・コンサルタント向けエンドユーザー向け比較内容

経営者に対してSDGsがビジネスチャンスで
あることを伝え、SDGsを織り込んだ2030年

までの事業計画の作成とその達成支援が目的

現在のビジネスに利用できる知識を
得て、活動領域を広げることが目的

SDGsに関する知識研修とその必要性に
気付かせることが目的特徴

経営者／事業責任者に特化士業・コンサルタント経営者または企業担当者受講対象者

・SDGsをビジネスに取り込みたい
・ 持続可能（存続しつづける）な会社を創り

上げたい
・ 価値ある事業計画を作成したい

・現在のビジネスに取り入れたい
・活動領域を広げたい

・経営者、企業担当者として不足しているこ
とを学びたい

・ ビジネスに取り込みたい
参加する理由

〇〇〇SDGsとは何か? なぜ、取り組まなければならないのか?
（知識研修）

〇△△なぜ、SDGsがビジネスチャンスなのか?

〇△△どのように取り組めば良いのか?
（知識研修）

〇××どのように取り組めば良いのか?
（それぞれの参加者に合わせて）

〇△△会社保有資産の確認とその有効活用方法

〇××SDGsを視野に入れた新規事業の進め方

〇△△SDGsの取組みを反映した事業計画の作成方法

〇××作成した事業計画の社内への伝達方法



Overview:講座の概要
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月1または２回の開催で、
木曜日の15:00～17:00の２時間、
全９回開催の講座です
オンラインで開催するので、全国どこに
いても受講可能。各講座は動画撮
影・録画しますので、受講者がいつで
も見ることができ、振り返りやどうしても
参加できない場合でもフォローが可能
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[ プログラム ] 

① SDGsへの取組みを反映した事業計画の重要性に
ついて

② SDGsを知り、現在の事業とSDGsとの関係を知る
③ お客様／地域課題／競合他社を知る
④ BCP:事業継続計画（新型コロナウィスルの蔓延、

異常気象によるインフラ異常、原料価格の高騰や不
足など）の観点で現業をチェックし、４つの事業分に
区分けし、７つの資源を確認する

⑤ ４つの事業群に区分した事業に優先順位を付ける
⑥ 事業継続必要な重要事業を選定し、事業計画に

名前を付け、ホームページのリニューアルイメージを作
る

⑦ 事業計画（中間案）を作成し、達成するための方
法と不足する資源の補填方法を考える

⑧ 2030年までの事業計画を達成するための中間目
標値をバックキャスティング思考で設定する

⑨ 事業計画を完成させ、社員へ伝達するための経営
計画書の作成と経営計画発表会の開催方法を知
る

SDGsを知るという知識だけを学ぶ講
座ではなく、SDGsが作り出すこれから
2030年までの世の中の方向性/流
れを知り、SDGsへの取組みをお金儲
けの道具（ツール）として利用した
2030年までの中期事業計画を作る
ことができる講座です

毎回、15:00~17:00の２時間
第１回:2024/  8/ 29(木)
第２回:2024/ 9/ 12(木)
第３回:2024/  10/ 3(木)
第４回:2024/ 10/ 31(木)
第５回:2024/ 11/ 21(木)
第６回:2024/ 12/  19(木)
第７回:2025/ 1/ 16(木)
第８回:2025/ 2/ 13(水)
第９回:2025/ 3/ 6(水)

各回講座終了時に、
次回までの課題を提示し、講座内容
の振り返りと、自社の計画への落とし
込みをしていただきます



Effect before:講座に参加した効果
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SDGsを知り、
SDGsがビジネス
チャンスであるこ
とがわかる

SDGsをどのよう
にビジネスに取り
組めば良いかが
わかり、
人材採用も有利
になる

持続可能（存在
し続ける）な会
社の作り方、
在り方がわかる

失敗しない新
規事業の進め
方がわかる

事業計画の作
成ができるよう
になり、
ホームページの
開設、リニュー
アルもできるよ
うになる

社内へ浸透させ
るための経営計
画書の作り方、
経営計画発表
会の企画・運営
の方法までを知
ることができる

地域/社会貢
献しながら、お
金の儲けること
ができる会社を
作ることができ
る

全９回の講座で、SDGsを道具として地域／社会に貢献
しながら、お金儲けのできる会社を作り上げる計画を作成します



Schedule: 2024.8.29～2025.3.6
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第２回 2024/9/12 (木)

第３回 2024/10/3（木）

第４回 2024/10/31 (木)

第５回 2024/11/21（木）

第６回 2024/12/19（木）

第７回 2025/1/16（木）

SDGsを知り、現在の事業との関係を知り、CSV（Creating Shared Value）にてビジネスを進める優位性
を知る

地域課題、お客様の要望とSDGsの関係および競合他社との優位性を明確にし、ビジネスモデルを見つめ直す

SDGs、事業継続、危機管理の観点から４つの事業群に区分する

４つの事業群に区分した事業に優先順位を付け、７つの資源を確認する
失敗しない新規事業の進め方を知る

４つの事業群の中から、事業継続に必要な重要事業を選定し、2030年までの事業計画に名前を付ける
ホームページのリニューアルイメージについて考える

2030年までの事業計画（中間案）を作成し、計画を達成するための方法（ギャップを埋める方法）、不足す
る資源の補填方法を考える

第８回 2025/2/13（木）

第９回 2025/3/6（木）

2030年に目指すべき目標を達成するための中間目標値（2025年、2028年）をバックキャスティング思考に
て設定し、達成のために不足する資源の補填スケジュールを作成すると共に最終事業計画の作成に着手する

事業計画の最終確認、計画発表会および経営計画書の作成と経営計画発表会の開催方法を知る

第１回 2024/8/29（木） 本講座の進め方とSDGsへの取組みを反映した2030年までの事業計画作成の重要性について
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①
2021.9-2022.3
本講座参加

②
2022.4.23
社内SDGsセミナー
～ キックオフ開催

③
2022.5.27
物流ニッポン掲載
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ターゲット一覧表

Copyright ©  2024 K.FURUKOJI Research Institute All rights reserved.
32



プロットシート（例）
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地域の課題プロットシート（リストC）
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ユーザープロットシート（リストD）
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競合プロットシート（リストＥ）
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BCPマテリアルチェックシート（リストG)
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計画名 2030年までのビジョンシート（サンプル）
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計画名と2030年までのSDGs169ターゲットを掲げた例

41



重要事業選定（ギャップフィル）シート － 周辺新規＆新規事業

Copyright ©  2024 K.FURUKOJI Research Institute All rights reserved.42



2030年までの事業計画シート
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経営計画書の作り方（例:表紙と裏表紙）
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目次（例）
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１．会社沿革
２．会社ロゴの意味 → なぜ、このようなロゴになっているのか?
３．企業理念
４．経営理念
５．ミッション
６．社訓
７．中期計画（2030年までの計画）
８．2023年度基本方針

・ 今回決定した項目・内容
・ 各設定項目の説明 → なぜ、これを目指すのか?

９．今期のスローガン
10．各部活動方針 ～ 各部門⾧が記入する
・ ＣＳＶ室（営業部）
・ 工事部
・ 設計部
・ 品質管理部
・ 経理部 など
11．会社が大切にすべきこと
12．常に心掛けて欲しいこと
13．代表取締役から従業員へのメッセージ

45



経営計画書の利用方法
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① 会社理念、経営理念、ビジョンの擦り込み
② 中期目標の周知徹底
③ 今期目標の周知徹底
④ 他部門の目標の確認 ー 部門間の壁を一掃する
⑤ 会社として大切にすべきことの周知徹底
⑥ この１年間忘れて欲しくないこと（重要課題）の周知徹底

人はすぐ忘れてしまう生き物なので、

A．会議には必ず、持参させる
B．毎日、１ページを読み上げさせる（朝礼など）
C．可能なら、社員手帳などの配布物に刷りこむ、または

経営計画書を手帳サイズで作成する
46



経営計画発表会の開催方法
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従業員への落とし込みとして
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① 従業員へのSDGsに対する関心を深め、全社一丸となって計画に臨む

② 各部門のセクショナリズムを無くす（全体最適、全社最適思考へ）
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2019年4月 NY国連本部でも実施
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2030SDGsゲームを使った
SDGsの理解と

全体最適思考への誘い

全社一丸での計画達成
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2022年10月13日
物流ウィークリー

東日本梱包管理士会



・ SDGsをどのようにビジネスに取り込めばよいか分からない
・ 儲かる（利益の残る）会社にしたい
・ 人事制度を見直し、会社を成⾧させたい
・ 自分で考えて、自ら動く組織を作りたい
・ 後継者がいなくてお困っている
・ 後継者・幹部が育たなくてお困っている
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furukoj@rebush1.com

一人でも多くの笑顔を蘇らせるために



サービスメニュー
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3ヶ月～既存事業の戦略見直しや新規事業の立ち上げ支援事業戦略コンサルティング6

１年～人事戦略の立案から必要な人財の採用、賃金制度の設計及び運用支援
すると共に、人事担当者の育成までも支援組織コンサルティング5

6ヶ月～新入社員～中堅社員～ミドルマネジメント～シニアマネジメント～取締役ま
での人財育成プログラムの策定、運用支援および研修講師派遣人財育成コンサルティング6

１年～後継者発掘（社内外）から、後継者の育成を支援後継者発掘・育成7

１年～後継者決定（育成完了）までの中継ぎとして経営全般業務の受託事業経営信託8

3ヶ月～財務改善（収益性、投資効率、財務最適化）を行い、企業価値の向上
を支援財務コンサルティング9

6ヶ月～
SDGsをビジネスチャンスと捉えたお金の儲かるSDGｓビジネスを創造し、
どんな状況になっても生き残ることができる企業、地域になくてはならない
企業への変革を支援

SDGs創造ビジネスファシリテーション1

6ヶ月～SDGsを視野に入れた2030年までの経営計画作成支援と効果的な社内
浸透のための経営計画書の作成、経営計画発表会の企画・運営を支援
従業員への落とし込みのためのSDGs従業員研修講師派遣

SDGs経営計画策定支援2

3ヶ月～既存事業の戦略見直しや新規事業の立ち上げ支援事業戦略コンサルティング3

6ヶ月～会社目標の達成、従業員の育成、人財の育つ価値ある報酬の分配という
３つの重要な要素を同時に実現する評価制度の構築とその運用を支援人事評価制度構築コンサルティング4

取組期間の目安スコープコンテンツ


